
 

 

図 30 帝人と GM との炭素繊維樹脂氏に関する技術提携の新聞報道 
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＜事例５－５＞炭素繊維強化「熱可塑性プラスティック」の開発【NEDO】 
 NEDO のプロジェクトで東京大学、東レ、三菱レイヨン、東洋紡、タカギセイコーなどのグループ

が、従来では困難だった高速成形加工や接合が可能となる「炭素繊維強化熱可塑性プラスティック

（CFRTP）を開発した。これにより量産車に用途が広がり車体の軽量化が約 30％可能となることが

期待できる。 

 
図 31 NEDO による CHRTP 開発⁽¹⁵⁾ 

 
この開発の特徴は 

① 等方性 CFRTP 中間基材として、従来の複合基材と比較して炭素繊維が均一・等方に分散してい

るため、比強度、比剛性に優れる。 
② 一方向性 CFRTP 中間素材として、独自の表面処理技術・樹脂化異質技術により、炭素繊維に PP

を高度に含浸させたプリプレ具テープを開発した。 

     

図 32 開発技術の位置づけ⁽¹⁵⁾ 
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③ 高速スタンピング技術、高速内圧成形技術、接合技術、リサイクル技術も合わせ開発されており、

実用化に大きな貢献となった。今後は個別最適化を計ると共に信頼性の工場、安全性の確保に力

が注がれる。 

 
図 33 高速スタンピング技術と高速内圧成形技術⁽¹⁵⁾ 

 
＜トピックス＞2020 年に炭素繊維ボディ量産車が実現？ 

2013 年 6 月 22 日の日本経済新聞によると、経済産業省が国のプロジェクトとして今年度 40 億円、

5～10 年間で数百億円を助成する共同開発を支援することが発表された。参加団体は図 34 を参照方。 

 
   図 34 炭素繊維車の開発プロジェクト 

  
 このプロジェクトは 2013 年 7 月から稼動すると書かれている。 
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＜参考＞炭素繊維樹脂（CFRP）の構造について 
CFRP にはエポキシを使う熱硬化性樹脂と PP（ポリプロピレン）や PA（ポリアミド）を使う熱可

塑性の樹脂に大別される。又双方とも連続繊維及び短繊維で使用するタイプがある。その繊維を一方

向に並べて使うもの、織物にするもの、組み物、チョップで使うものがある。 
 工法用語について下記に示す。 
＊プリレグ：炭素繊維を織って熱硬化性のエポキシ樹脂を含浸させたものを言う。 
＊オートクレーブ：プリレグを型に何層にも貼り付けた状態にして加圧・加熱硬化させる炉を言う。 
＊RTM(レジン・トランスファ・モールディング)：炭素繊維をシートに積層して最終形状に近い形

状に仮接着したものを上下の型に挟み型内に樹脂を注入して硬化させる工法。 
＊VaRTM：前工程はＲＴＭと同じで樹脂を注する方は下型だけで、下型からバキュームで吸引す 

る。RTM よりも型代が安いが成形に時間がかかる。（5 倍） 

 
図 35 CFRP の種類と工法 Automobile Technology より

(23) 
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＜参考資料＞川崎油工が名大から大型成形複合材プレス成形システムを受注＞ 

 
    参考図 大型油圧成形プレス装置⁽²⁴⁾ 
 
＜事例５－6＞鋼材でホワイトボディを 35％軽量にする提案 

世界鉄鋼協会の自動車分科会 WAS（World Auto Steel 以下 WAS）は世界の鉄鋼メーカー17 社か

ら自動車メーカーに向けて、「次世代鋼鉄製自動車」（Future Steel Vehicle）を公表した。多くの抗張

力鋼板を使用して、従来の車に比べてホワイトボディを 35％（188Ｋg）軽量化できる可能性を示し

た。 

 

 
 図 36 WAS 35%軽量化 Steel Body コンセプト⁽²⁵⁾ （Automobile Technology より） 
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